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９番 齋 藤 瑠璃子 １０番 佐 藤 二 郎

１１番 沢 山 純 一 １２番 門 脇 博 美

１３番 藤 村 紀 章 １４番 辻 均

１５番 倉 橋 重 基 １６番 大 石 温 基

１７番 佐 藤 善 栄 １９番 山 本 實

２０番 山 手 善 美 ２２番 真 崎 純 孝

２３番 大 石 知 ２４番 糸 井 淳

２６番 鈴 木 八寿男 ２７番 羽 川 正 幸

４．欠席委員 １８番 草 彅 隆 ２１番 田 村 博 美

２５番 藤 原 由 悦

５．議事日程

第 １ 開 会宣言

第 ２ 会 長挨拶

第 ３ 議 事録署 名員並び に会議 書記の 指名

第４ 会務諸 報告

第５



１．報 告

（ １）農 地法第 ３条の 3第 1項 （ 相続等による取得）の規定に よる届出について

（２）農地転用農地の転用事実に関する回答書について

２．議 事

（１）議案第２９号

農地法第３条の規定による許可申請に対する可否決定について

（２）議案第３０号

農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する可否決定について

（３）議案第３１号

仙北農業振興地域整備計画に対する意見決定について

（４）その他

第６ 閉 会

６．事務局職員

事務局長 伊 藤 一 彦 参 事 門 脇 益 美

係 長 樫 尾 健

７．書 記

参 事 門 脇 益 美

８．議事録署名員

２２番 真 崎 純 孝 ２３番 大 石 知

９．会議の概要

議 長 た だ 今 か ら 平 成 ２ ７ 年 第 １ １ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 開 会 い た し ま

す。

議 長 ９月に 入って から天 候が不順で日が 照らない日が多くなってきておりま

すが、 また台 風が２ つ来てい るよう で、そ ばや稲 などが 延びてき ていると

ころで すので 今後の 天候にも 気を回 してい かない といけ ません。 総会終了

後には作況調査がありますので、よろしくお願いします。

議 長 それで は、本 日の総 会への出席委員 は２４名。欠席委員は３名です。よ

って、本総会は定足数に達しております。

議 長 次に、 議事録 署名員 並びに会議書記 の指名をこちらからしてよろしいで

しょうか。

『異議なし』の声

議 長 それで は議事 録署名 員に２２番真崎 委員、２３番大石委員両名を指名し

ます。会議書記には門脇参事を指名します。

議 長 本日の 会議の 日程に つきましては、 お手元に配布している議事日程に従

い進行いたします。ご異議ございませんか。

『異議なし』の声

議 長 異議なしと認めます。それでは日程４、会務諸報告をお願いします。

伊藤局長 《会務諸報告の朗読及び説明》（９時１２分）

議 長 ありが とうご ざいま した。各推薦委 員からの報告は議事終了後にお受け

した いと思 っております。それでは日 程５、報告に入りたいと思います。

事務局よりお願いします。

伊藤局 長 報 告１。 農地法 第３条 の３第１項の規 定（相続等）による届出についてで

す 。 ８ 月 ７ 日 か ら ９ 月 ６ 日 ま で に 4名 の 方 々 か ら 相 続 し た と 届 け 出 が あ り



受理し通知した旨を報告致します。

樫尾 係長 次 に報告 ２。農地 転用事 業計画変更承認申請書につい てです。事業継承

者 は 田 沢 湖 神 代 地 区 の ○ ○ さ ん で す 。 今 回 の 計 画 の 変 更 を 受 け る 農 地 で

す が 田 沢 湖 神 代 地 区 の １ 筆 で す 。 面 積 は ○ ○ ㎡ で 平 成 ２ ７ 年 ７ 月 に 農 地

法 ５ 条 の 許 可 が 出 て お り ま す が 、 当 初 一 般 住 宅 を 建 築 す る 際 に 汚 水 槽 の

設 置 を 計 画 し て お り ま し た が 、 建 築 業 者 な ど と 相 談 を し た 結 果 、 合 併 処

理 浄 化 槽 の 使 用 に 変 更 し た い と の こ と で す 。 な お 、 合 併 処 理 浄 化 槽 の 使

用 に お け る 排 水 に 関 し て は 、 黒 倉 堰 土 地 改 良 区 よ り 条 件 を 附 し た 上 で 、

同意を頂いております。以上です。

議 長 報 告が終 わりまし た。そ れでは議事に入ります。議案 第２９号、農地法

第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て を 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま

す。

門脇 参事 議案 第２９ 号。農地 法第３ 条の規定による許可申請につ いて。農地法第３

条 の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で 審 議 の う え 許 可 の

可 否 を 求 め る 。 平 成 ２ ７ 年 ９ 月 ７ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 羽 川 正

幸。

門脇 参事 内 容につ いて説明 します 。整理番号１番、農地の所在 が神代字戸伏地区

外 １ 筆 。 面 積 が 田 ○ ○ ㎡ 畑 ○ ○ ㎡ 。 移 転 す る の は 神 奈 川 県 川 崎 に お 住

ま い の ○ ○ さ ん 。 受 け る の は 田 沢 湖 神 代 地 区 の ○ ○ さ ん で ご ざ い ま す 。

利 用 目 的 は 田 及 び 畑 と し て 。 売 買 価 格 は 無 償 で の ３ 条 所 有 権 移 転 で す 。

申 請 事 由 は 所 有 者 は 相 続 に よ り 所 有 権 を 取 得 し ま し た が 、 県 外 に 在 住 し

て お り 耕 作 が で き な い こ と か ら 親 族 の 譲 受 人 へ 無 償 に よ る 所 有 権 移 転 を

行 う こ と に な り ま し た 。 続 い て 整 理 番 号 ２ 番 、 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 卒 田

地 区 の １ 筆 。 面 積 が ○ ○ ㎡ 。 こ ち ら も 無 償 で の ３ 条 所 有 権 移 転 の 案 件 で

す 。 移 転 す る の は 田 沢 湖 梅 沢 地 区 の ○ ○ さ ん 。 受 け る の は 卒 田 字 大 石 野

地 区 の ○ ○ さ ん で ご ざ い ま す 。 利 用 目 的 は 田 。 売 買 価 格 は 無 償 で の ３ 条

所 有 権 移 転 で す 。 申 請 事 由 は 譲 渡 人 の 農 地 と 譲 受 人 の 農 地 は 合 作 地 で あ

り 、 譲 受 人 の 能 美 さ ん が 耕 作 を お こ な っ て お り ま し た が 、 今 後 を 考 慮 し

て農地を譲渡することとなりました。以上説明を終わります。

議 長 説明が 終わり ました 。現地確認報告 に入ります。整理番号１番ついては

１番髙橋委員よりお願いします。

１番髙橋 《整理番号１番について、３条調書に基づき現地確認報告》

議 長 次に、整理番号２番については、２２番真崎委員よりお願いします。

22番 真 崎 《整理番号２番について、３条調書に基づき現地確認報告》

議 長 現地確認報告が終わりました。ご意見ご質問等ございませんか。

『無し』の声あり

議 長 無いよ うです ので、 議案第２９号に ついては許可することにご異議ござ

いませんか。

『異議無し』の声

議 長 異議無 しと認 めます 。よって、議案 第２９号については許可することに

決定します。 （９時３２分）

議 長 次に、 議案第 ３０号 、農地法第５条 第１項の規定による許可申請につい

てを上程します。説明をお願いします。

樫尾係 長 議案第 ３０号 、農地 法第５条第１項 の規定による許可申請について。農

地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で 審

議 を 求 め る も の で す 。 平 成 ２ ７ 年 ９ 月 ７ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長

羽川正幸。

樫尾係長 内容について説明します。整理番号１番、農地の所在が角館町上野地区。



登 記 簿 現 況 共 に 畑 。 面 積 が ２ 筆 合 計 ○ ○ ㎡ 。 所 有 権 移 転 で す 。 譲 渡 人 は

秋 田 市 の ○ ○ さ ん で す 。 譲 受 人 が 角 館 町 上 菅 沢 地 区 の ○ ○ ・ ○ ○ さ ん で

す 。 転 用 目 的 は 一 般 個 人 住 宅 で す 。 転 用 理 由 は 現 在 姉 妹 は 別 々 の ア パ ー

ト に 居 住 し て お り 、 今 後 の 生 活 等 を 考 慮 し 、 申 請 地 の 取 得 を 行 い 、 申 請

地 へ 一 般 個 人 住 宅 を 新 築 す る た め 。 次 に 整 理 番 号 ２ 番 、 農 地 の 所 在 が 田

沢 湖 神 代 地 区 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ２ 筆 、 １ 筆 が ○ ○ ㎡ 、 も う １

筆 が ○ ○ ㎡ の う ち ○ ○ ㎡ 、 合 計 転 用 面 積 が ○ ○ ㎡ 。 賃 貸 借 で す 。 貸 付 人

は 田 沢 湖 神 代 字 戸 伏 地 区 の ○ ○ さ ん 、 田 沢 湖 神 代 地 区 の ○ ○ さ ん で す 。

借 受人が 大仙市で営業し ております○○です。転用目的 は砂利採取です。

○ ○ ㎡ の 地 番 に つ い て 砂 利 採 取 を 行 い 、 ○ ○ ㎡ の う ち ○ ○ ㎡ に つ き ま し

て は 、 表 土 置 き 場 等 に 利 用 し ま す 。 転 用 期 間 に つ き ま し て は 、 平 成 ２ ７

年 １ ０ 月 １ 日 か ら 平 成 ２ ８ 年 ９ 月 ３ ０ 日 ま で で す 。 別 紙 に は 被 害 防 除 計

画書及び搬入・搬出路の位置図など載せております。以上です。

議 長 説 明が終 わりまし た。整 理番号１番及び２番につきま して４番佐藤委員

よりお願いします。

４番佐 藤 報告 申し上げます。１番 につきまして現地を確認致しま したが、店舗と宅

地 に 挟 ま れ た 農 地 で あ り 、 耕 作 を し て い な い よ う に 見 受 け ら れ ま し た 。

隣 接 者 か ら の 同 意 等 も あ り ま す の で 、 な ん ら 問 題 は な い と 考 え て お り ま

す 。 ２ 番 に つ き ま し て は 、 以 前 も 一 時 転 用 が 出 さ れ 農 地 の 隣 接 と な り 、

ま た 民 家 に 近 い こ と か ら 、 砂 利 採 取 に よ り 水 が 濁 っ た 際 の 対 応 は で き る

の か 確 認 を し ま し た 。 立 ち 会 い 人 ○ ○ 担 当 者 か ら の 説 明 と し て 速 や か に

対 応 す る 旨 の 回 答 が あ り 、 濁 る 可 能 性 が あ る 旨 も 近 隣 住 宅 に も 説 明 し て

い る と の 話 が あ り ま し た 。 転 用 の 申 請 地 へ つ な が る 農 道 に つ い て は 、 鉄

板 の 敷 設 を 行 い 、 U字 講 に つ い て も 保 護 す る と の こ と で す 。 県 道 へ の 出 入

り に つ い て も 事 故 の 無 い よ う に と も 話 を し ま し た 。 こ の こ と か ら な ん ら

問題はないと考えます。説明は以上です。

議 長 現地確認報告が終わりました。ご意見ご質問等ございませんか。

議 長 無いよ うです ので、 議案第３０号に ついては許可相当とすることにご異

議ございませんか。

『異議無し』の声

議 長 異議無 しと認 めます 。よって、議案 第３０号については許可相当とする

ことに決定します。 （９時４６分）

≪農林部農山村活性化齋藤主任が入室≫

議 長 次に、 議案第 ３１号 、仙北農業振興 地域整備計画に対する意見決定につ

いてを上程します。市農山村活性化担当から説明をお願いします。

齋藤主 査 議案第 ３１号 、仙北 農業振興地域整 備計画に対する意見決定について内

容の説明をします。最初に資料の訂正をお願い致します。

≪資料訂正箇所及び取り下げのあった申請についての説明≫

それで は内容 につき まして説明致し ます。今回の除外申請につきまして

は 、 除 外 申 請 が ６ 件 と な っ て お り ま す 。 農 地 法 と し て の 区 分 及 び 許 可 基

準に つきま しては、農業委員会事務局 とあらかじめ協議をしております。

除外番 号１番 農地 の所在について は、角館町薗田地区の１筆○○㎡の

う ち ○ ○ ㎡ 、 登 記 地 目 は 田 、 申 請 者 は 角 館 町 薗 田 地 区 の ○ ○ さ ん 、 事 業

主 に つ き ま し て は 、 息 子 の ○ ○ さ ん で す 。 農 業 振 興 地 域 か ら の 除 外 理 由

に つ き ま し て は 、 現 在 事 業 主 は 当 該 地 に 隣 接 す る 宅 地 に 同 居 を し て お り

ま す が 今 後 手 狭 と な る こ と を 考 慮 し 、 農 業 振 興 地 域 か ら の 除 外 を 行 い 、

転用申請許可後に一般個人住宅を新築したとのことです。

除外番 号２番 農地 の所在について は、西木町門屋地区の３筆○○㎡、



登 記 地 目 は 田 及 び 畑 、 申 請 者 は 西 木 町 門 屋 地 区 の ○ ○ さ ん 、 事 業 主 に つ

き ま し て は 、 同 様 で す 。 農 業 振 興 地 域 か ら の 除 外 理 由 に つ き ま し て は 、

当 該 地 は 申 請 者 宅 地 に 隣 接 し て お り 、 昭 和 ３ ２ 年 に 建 築 さ れ た 農 作 業 用

施 設 が 宅 地 と の 境 界 を 跨 い で お り 、 今 後 農 作 業 用 施 設 の 拡 張 を 考 え て い

ることから農業振興地域からの除外申請となります。

除 外番号 ３番 農 地の所 在については、西木町門屋地 区の１筆○○㎡、

登 記 地 目 は 田 、 申 請 者 は 土 地 所 有 者 で あ り ま す 西 木 町 門 屋 地 区 の ○ ○ さ

ん 、 事 業 主 に つ き ま し て は 、 西 木 町 小 渕 野 地 区 の ○ ○ さ ん で す 。 農 業 振

興 地 域 か ら の 除 外 理 由 に つ き ま し て は 、 現 在 事 業 主 は 西 木 町 の 町 営 住 宅

に 夫 婦 と 子 供 と 居 住 し て い る が 手 狭 と な り 、 今 後 を 考 慮 し 、 農 業 振 興 地

域 か ら の 除 外 を 行 い 、 転 用 申 請 許 可 後 に 一 般 個 人 住 宅 を 新 築 し た と の こ

とです。

除 外番号 ４番 農 地の所 在については、田沢湖神代地 区の１筆○○㎡、

登記地目は田、申請者は土地所有者であります田沢湖神代地区の○○さん、

事業 主につ きまして は、大 仙市で介護事業を経営してお ります○○です。

農業 振興地 域からの 除外理 由につきましては、田沢湖小 松地区でグループ

ホー ムを運 営してい るが、 入居希望があっても、満室で 入居待機の状態が

続い ており 、そのこ とから 今後の経営の規模拡大を考慮 し、当該地に転用

申請許可後に介護施設の建築を行う。

なお 、除 外申請 地につ いては 、農地区 分が第 １種農地 のため 、農地 転用

許可 基準で は原則不 許可と なっておりますが、地域の農 業の振興に資する

施設 として 、農業者 の就業 機会の増大に寄与する施設と なり、当該施設に

雇用 される こととな る農業 従事者の割合が３割以上であ る場合において

は、 不許可 の例外に 該当す ると判断されます。それに合 わせ農業従事者の

雇 用の確 実性を 担保す るため仙北市と ○○との間に雇用協定も締結してお

ります。

除 外番 号５ 番 農 地の所在 につい ては、 角館町 川原地 区、１筆 ○○㎡、

登 記地目 畑、申 請者は 土地所有者であ ります○○さん、事業主につきま

し ても同 様です 。農業 振興地域からの 除外理由につきましては、当該地隣

接 に工場 の駐車 場があ り、駐車場及び 堆雪場が不足していることから、農

業 振興地 域から の除外 を行い、転用申 請許可後に駐車場及び堆雪場を造成

したいとのことです。

除 外番 号６ 番 農 地の所在 につい ては、 角館町 薗田地 区、２筆 ○○㎡の

う ち○○ ㎡、登 記地目 田、申請者は土 地所有者であります○○さん、事業

主につきましても同様です。農業振興地域からの除外理由につきましては、

隣 接地を 現在資 材置き 場として利用し ているが、手狭であることから、当

該 地の農 業振興 地域か らの除外を行い 、転用申請許可後に資材置き場を造

成したいとのことです。

説明は以上となります。

議 長 説明が 終わり ました 。除外番号１か ら６につきましてご意見ご質問等ご

ざいませんか。

24番 糸 井 農業振興地域からの除外手続きについては、随時受付を行っているのか。

齋藤主 査 受付で すが、 本来で あれば昨年の１ ２月で受付を一時中断し、農業振興

地 域 整 備 計 画 の 見 直 し を 行 う 予 定 で あ り ま し た が 、 消 費 税 等 の 値 上 が り

ん も あ り 、 喫 緊 に 農 地 転 用 を 行 い 、 住 宅 の 建 築 を 行 い た い な ど の 要 望 や

申 請 者 の 負 担 の 軽 減 も 考 慮 し ま し て 、 今 回 通 常 の 除 外 手 続 き を 進 め て お

ります。

議 長 本来の見直しについては、何年に１度の見直しなのか



齋藤 主査 本 来であ れば５年 に１度 の見直しを行うこととなって おりますが、秋田

県 の 見 直 し が 本 年 度 予 定 さ れ て お り 、 そ ち ら の 内 容 を 反 映 し た 見 直 し を

行うことが必要となっております。

24番 糸 井 除外 番号５ 番について ですが、当該農地の周辺の地権 者につきましても

今 後 、 除 外 や 転 用 な ど の 話 が 出 て く る と 思 わ れ ま す の で 、 そ ち ら へ の 説

明をしておきたいと思います。

議 長 他に質問などございませんか。

伊藤 局長 若 干補足 説明をさ せて頂 きます。今回の議案に上がり ました農業振興地

域 整 備 計 画 書 か ら の 除 外 に つ き ま し て は 、 今 後 農 業 委 員 会 ・ 農 協 ・ 各 該

当 土 地 改 良 区 な ど か ら 意 見 の 提 出 を 受 け 、 公 告 縦 覧 期 間 に 入 る こ と に な

っ て お り ま す 。 公 告 縦 覧 期 間 に 入 り ま す と 農 地 転 用 の 申 請 を 受 け 付 け す

る こ と が で き ま す の で 、 今 後 案 件 と し て 上 程 さ れ ま す の で 、 よ ろ し く お

願い致します。

議 長 他に質問などございませんか。

『異議無し』の声

議 長 無 いよう ですので 、議案 第３１号については意見決定 とすることにご異

議ございませんか。

『異議無し』の声

議 長 異 議無し と認めま す。よ って、議案第３１号について は意見決定をし、

答申することに決定します。 （１０時５分）

≪農林部農山村活性化齋藤主任が退室≫

議 長 予 定され ていた議 案が終 了しました。各推薦委員から の報告がありまし

たらお願いします。議会からの報告はありませんか。

５番 平岡 ≪ ９月議 会の審議 内容・ 平成２６年度一般会計・特別 会計決算の審査・

補正予算に関する内容など報告≫

議 長 共済からの報告はありますか。

10番 佐 藤 ≪本年度の作柄状況・共済組合再編の詳細など報告≫

議 長 土地改良区からの報告はありますか。

16番 大 石 ありません。

議 長 農協につきましては欠席になりますので報告はありません。

議 長 次に、連絡事項に入ります。事務局よりお願いします。

伊藤局長 ≪協議事項 今後の日程について≫

９ 月 １ １ 日 （ 金 ） 平 成 ２ ７ 年 度 「 農 業 委 員 会 会 長 ・ 会 長 職 務 代 理 者 等

研修会」 場所：大仙市「プラザたつみ」１３時３０分

９ 月 ２ ５ 日 （ 金 ） 農 用 地 利 用 調 整 会 議 場 所 ： 西 木 総 合 開 発 セ ン タ ー

「農林研修室」 ９時

１ ０ 月 ８ 日 （ 木 ） 第 １ ２ 回 農 業 委 員 会 総 会 場 所 ： 西 木 総 合 開 発 セ ン

ター「集会室」

１ １ 月 ２ 日 （ 月 ） 第 ５ ９ 回 秋 田 県 農 業 委 員 大 会 場 所 ： 鹿 角 市 「 鹿 角

市文化の杜交流館」

議 長 協議事項について、ご意見ご質問等ございませんか。

『無し』の声あり

（閉 会）

議 長 以上を もちま して平 成２７年第１１ 回仙北市農業委員会総会を閉会いた

します。お疲れ様でした。（１０時２８分）
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